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I. はじめに

　タイワンシラトリ（Tellinimactra edentula）は、現在、台

湾以南の東南アジア沿岸で潮間帯から水深 20 m 前後の細

砂泥底に生息する（波部 , 1977）典型的な熱帯種（熱帯域

に分布の中心のある種）の二枚貝である。また、タイワ

ンシラトリの化石は温暖種（現在の貝化石の産出地より

明らかに高水温の地域に生息している種）として認識さ

れている（松島 , 1984）。たとえば、縄文海進温暖期の海

成沖積層では、三浦半島西岸から房総半島南部の南関東

（松島 , 1984 など）、宮崎平野を中心とする南九州に分布

する海成沖積層（長岡ほか , 1991）からの産出報告があ

る。さらに完新世については、タイワンシラトリ化石の

生息年代と共産する貝化石、その産出状態などの情報か

ら、海進最盛期に南関東まで北上してきた温暖種の消長

が明らかにされている（松島 , 1984; 1996）。
　筆者らは、タイワンシラトリを含むモクハチアオイや

スダレハマグリなどの熱帯種が、温暖期に熱帯域から北

上し侵入する状況を詳しく調べている。その中で、今回、
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図 1. 下飯田遊水地および化石産地位置（国土地理院発行

「藤沢」1/25,000 地形図を使用）.
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横浜南西部の相模原台地を構成する上部更新統の下末吉

相当層からタイワンシラトリ化石を発見した。これまで

同時期のタイワンシラトリ化石の産出は、静岡県牧ノ原

台地の古谷泥層（土 , 1960）で知られていた。今回の発

見により、本種が後期更新世に南関東の少なくとも相模

湾まで侵入してきていたことが明らかとなった。本報告

では、タイワンシラトリ化石の新産地とその産状を報告

する。また、年代情報が少ない堆積物における海進期ピー

ク時を捉える証拠として温暖種が有用な資料となる事例

として、後期更新世における本種の熱帯域からの北方へ

の侵入状況を、完新世の南関東における出現状況と比較

し考察する。

II. 調査地の地質概要および調査地域

1. 地質概要

　調査地は、境川と和泉川の合流地点上流の境川左岸の

下飯田遊水地工事現場である（図 1, 2）。調査地周辺の横

浜市南西部から藤沢市東部にかけての相模野台地には、

段丘面を構成する礫層の下位に藤沢泥層、大庭砂層とよ

ばれるシルト層や砂層（大塚 , 1930; 成瀬 , 1952）、伊勢山

辺付近には、町田・松島（1976）
が明らかにした下末吉海進に

伴う堆積物（伊勢山辺礫層、伊

勢山辺シルト層、伊勢山辺砂

層）が伏在することが知られ

ている。このうち、伊勢山辺

シルト層には下末吉海進初期

を示す TAu-6 および TAu-10 の 
2 枚のテフラ層が介在する（町

田・松島 , 1976）。今回の調査

地点は成瀬（1952）が報告した

貝化石、有孔虫化石の産出地

点の境川を挟んで対岸に位置

し、調査地の貝化石を含む砂

泥層は成瀬（1952）の藤沢泥層

とみなすことができる。成瀬

（1952）は、この藤沢泥層を屏

風ヶ浦層と対しているが、松

島・秋本（1978）が指摘したよ

うに、今回の調査地周辺の一

連の堆積物は下末吉層相当層、

図 2.  化石産地露頭（矢印が柱状図 1 の地点。タイワンシラトリを含む貝殻密集層が側方へのびる）. 

すなわち酸素同位体ステージ 5（MIS 5）の層準と考える。

2. 下飯田遊水地に出現した露頭

　下飯田遊水地建設に伴う掘削工事により、2003 年から 
2006 年にかけて藤沢泥層を含む広大な露頭が一時的に出

現した。下飯田遊水地の東側法面の一部分（標高約 9 m 
~ 15 m）の露頭では、藤沢泥層の上位を俣野礫層が不整

合に被う。挟在する貝化石密集層から判断される走向は

約 N 60° E で、1 度以下で北に微傾斜している。下飯田

遊水地東側法面で見られた藤沢泥層の岩相は、下部では

礫を含む数枚の砂層を挟み、シルト質の細粒 ~ 極細粒砂

を主体とする。上部では下位のシルト質砂層より細粒砂

層へ漸移し、貝殻密集層と細粒 ~ 中粒砂の砂層を挟む。

東側法面露頭では、側方へ連続のよい 4 層の貝化石密集

層が観察され、下位よりウラカガミ主体の A 層（A1, A2, 
A3）とタイワンシラトリ（図 3）を含む貝殻密集層 B 層
とした。側方向に連続 400 m 以上にわたる東側法面の露

頭から作成した層厚 7.5 m の地質柱状図を示す（図 4）。
　なお、工事の初期段階で、今回の調査地点より南側に、

より下位層準の露頭が出現したが、筆者らの調査時には

その露頭は消滅しており、詳細は不明である。

図 3.  下飯田遊水地の Shell bed B より産出したタイワンシラトリ化石 .
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図 5.  露頭下部のウラカガミを主体とする貝化石密集層

（Shell bed A2, Shell bed A3）.  スケールは 1 m .

3. 貝化石の産状と群集の概要

　今回の調査において産出した貝化石のほとんどは、内

湾 ~ 沿岸の浅海に生息する現生種である。なお、調査地

からの産出貝化石は、微小貝も含めると 100 種におよぶ

貝が同定されるが、現在整理をすすめている段階であり、

詳細については別報告にゆずる。

　調査層準の最下部（図 4 の地点 5a; 柱状 5）では、礫

混じりの砂層に異地性のマガキ、バカガイ、キサゴなど

が含まれている。露頭の主体をなす下部層準のシルト質

細粒砂層では、自生の産状（合弁直立姿勢）を示すウラ

カガミが散在するほか、チヨノハナガイ、イヨスダレ、

ナミガイが産する。また連続性のよいウラカガミ密集

層が 3 層準に挟まれており（図 4 の地点 4, 5; Shellbed A1, 
A2, A3）、ウラカガミ密集層 A2 は 90 m 以上側方へ連続

する（図 5）。ウラカガミ密集層は、ほとんどの殻が離弁

であり異地性の産状を示す。

　露頭上部の細粒 ~ 中粒砂を挟む層準（図 4 の地点 1, 2, 
3; 柱状 1, 2, 3）には、厚さ 10 ~ 40 cm の貝殻密集層の B 
層が挟まれる（図 6）。タイワンシラトリは B 層より産

出した。B 層は淘汰のよい細粒砂からなり、カガミガイ、

マテガイ、サギガイ、キヌタアゲマキ、バイ、サツマス

ダレ等を含む。密集層中の貝殻のほとんどは離弁であり、

破損した貝殻片も多く産出する。

　露頭の主体となる下部の淡灰色シルト質細粒砂では、

ウラカガミが自生の産状を示す主要構成種である。ウラ

カガミのほかにはイヨスダレ、チヨノハナガイ、トリガ

イ、アカガイなども伴い、これらはいずれも内湾の水深

数 m ~ 10 m 前後の泥底に生息する種である（波部・奥谷 , 
1983）。露頭主体をなすウラカガミを産出するシルト質

細粒砂層については、水深 10 m 前後となる内湾泥底の

堆積環境が推定される。ウラカガミの離弁からなる密集

層（A 層）の成因については、連続性がよいという特徴

から、大きな波浪の影響等によって生じたイベント堆積

物の可能性が示唆される。

　一方、タイワンシラトリを含む路頭上部の密集層 B 層
付近では、露頭下部のウラカガミにかわりカガミガイが

多数含まれ、そのほとんどが離弁した異地性の産状を示

図 6.  タイワンシラトリを産出する貝化石密集層（Shell bed B）.  
矢印の範囲が密集層 .

図 7.  酸素同位体比曲線（Lisiecki and Raymo, 2005; LR 04 Stack）.
 完新世の縄文海進と同等に顕著な海進は、MIS 5.5 に対比される .  下末吉相当層において、熱帯種のタイワン

シラトリ産出も同様に MIS 5.5 に対応する .

K. Taguchi et al.
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表 1.  横浜市南西部における温暖種 .
す。B 層に含まれる貝化石は、ウラカガミの生息環境と

は大きく異なる貝の種群であり、周辺の内湾砂底あるい

は沿岸砂底からもたらされたものであろう。

III. 下末吉相当層からのタイワンシラトリ化石産出の

意義

1. タイワンシラトリを含む密集層B層の堆積時期

　タイワンシラトリは、南関東では縄文海進最盛期の短

期間（約 6500 ~ 4200 年前）にみられた熱帯種群の貝で

ある（松島 , 1984 ほか）。つまり、南関東でのタイワン

シラトリの産出は、その層準が少なくとも縄文海進最盛

期の同様のあるいはそれ以上の高水温（高海水準）の時

代のものと仮定できる。この仮定により、下末吉相当層

である下飯田遊水地の砂泥層からのタイワンシラトリの

産出は、産出層の年代をさらに限定することが可能であ

る。すなわち、タイワンシラトリ産出層準は、いわゆる

下末吉海進（酸素同位体ステージ 5）のうち、縄文海進

最盛期（酸素同位体ステージ 1）に相当するあるいはそ

れ以上に顕著な海進期にあたる（図 7）。つまり、下飯田

遊水地のタイワンシラトリを含む砂泥層は、酸素同位体

ステージ 5 の中でもステージ 5.5 の海進最盛期ピーク時

に堆積したことを示唆している。

　つぎに下飯田遊水地の砂泥層堆積時の海面高度を推定

する。調査露頭下部において、内湾泥底に生息するウラ

カガミの自生的産状が多く見出され、内湾泥底の堆積環

境が推定される。調査地点では自生的ウラカガミを多産

する現標高は 11 ~ 12 m であり、ウラカガミの平均的な

生息深度を水深 10 m（波部・奥谷 , 1983） とすると、堆

積当時の海面高度は調査地点で 21 ~ 22 m と推定される。

この値は、町田（1973）によって示された下末吉面の高

度分布と調和的である。

2. 南関東での温暖期における温暖種の進出状況

　今回の調査で、下末吉相当層からタイワンシラトリが

産出したことにより、これまでこの時代の南関東から知

られていた熱帯種チリメンユキガイ、カモノアシガキや

ハイガイへ、より典型的な熱帯種が加わったことになる。

この点からも下末吉期において縄文海進最盛期と同様

に、熱帯種を含む温暖種が南関東地域の相模湾まで確実

に北上し侵入していたことが明らかとなった。顕著な温

暖期の各地層から確認された横浜市西部における温暖種

を表 1 に示す。

3. 下末吉海進期の横浜付近の古地理

　今回、下飯田遊水地より見出された貝化石資料は、下

末吉海進期の相模湾沿岸における古生物地理や古環境を

解明する上で貴重な資料となる。

　下飯田遊水地に分布する露頭下部の貝化石群集は、ウ

ラカガミを主体とする内湾泥底群集であり、古戸塚湾の

図 8.  下末吉海進期における横浜付近の古地理（破線）と現在の海岸線（実線）.  
 樽（2004）の下末吉海進の古地理図に、下末吉期の 1 ~ 23 までの貝化石群集をプロットして作成 .

1: 横浜市下飯田境川遊水地

2: 藤沢市山田引地川

　（松島・秋本 , 1978）
3: 藤沢市伊勢山辺（白幡）

　（町田・松島 , 1976）
4: 藤沢市天岳院

　（長谷川ほか , 1982）
5: 藤沢市渡内村岡東

6: 藤沢市渡内

7: 横浜市小雀浄水場

8: 横浜市中村三差路

9: 横浜市戸塚協会際

10: 横浜市矢沢戸塚発電所

11: 横浜市戸塚西友

12: 横浜市上矢部横浜新道際

13: 横浜市上矢部歌舞台

14: 横浜市上矢部

15: 横浜市岡津町（松島 , 1981）
16: 横浜市秋葉町

17: 横浜市上柏尾赤関橋

18: 横浜市上永谷

　（松島・小泉 , 1994）
19: 横浜市菊名 JR 横浜線菊名

トンネル

20: 横浜市篠原

21: 横浜市篠原町根岸高校際

22: 横浜市新羽町中井下

23: 横浜市新羽町大竹
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　神奈川県横浜市泉区下飯田の境川沿いにおける下飯田遊水地工事現場において、下末吉相当層の貝化石を多産す

る砂泥層が露出した。露頭下部にはウラカガミを主体とする内湾泥底群集が産出し、上部にはタイワンシラトリを

含む貝化石密集層が見出された。縄文海進のピーク時には南関東まで北上する温暖種タイワンシラトリが産出する

ことにより、下末吉海進期の中でも海進期のピーク時前後に堆積したことが推定される。

（受付 2006 年 12 月 28 日；受理 2007 年 1 月 17 日）

湾央に内湾泥底群集がプロットされる。露頭上部に挟在

する貝密集層 B 層は、内湾砂底群集や沿岸砂底群集の種

群を含む。これらは周辺よりもたらされたと考えられる。

古戸塚湾では、今回の調査地点のより沖合に、藤沢市山

田引地川からの沿岸砂底群集（松島・秋本 , 1978）や、

藤沢市伊勢山辺の内湾砂泥群集（町田・松島 , 1976）が

位置する。今回調査された下飯田遊水地の貝類群集が加

わったことで、下末吉海進期の古戸塚湾のより詳細な古

環境の復元（図 8）が期待できる。
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